
令和元年度 
指定管理者制度運用委員会（奥武山総合運動場及び奥武山公園）に係る 

モニタリング実施結果について 
 

１．開催日時：令和元年 7 月 18 日（木）15:25～17:05 
２．開催場所：県庁１階第１・2 会議室 
３．委員出席状況：委員 4 名出席 

   （委員長）国立大学法人琉球大学教授 三輪 一義 
   （委 員）上原香代子税理士事務所所長 上原 香代子 
   （委 員）浦添市文化スポーツ振興課課長 末広 良憲 
   （委 員）沖縄県高等学校体育連盟会長 知名 朝次     

４．検証事項：「奥武山総合運動場及び奥武山公園」の平成 30 年度実績に基づくモニタリ 
     ング結果の検証について           

５．検証内容： 
（１） 指定管理者及び県が実施するモニタリングは適正になされているか。 
（２） 指定管理者に対する県の指導・助言は適切に行われているか。 
（３） 利用者アンケートや苦情に対する指定管理者や県の対応は適切に行われている

か。 
６．検証方法 

（１） 事務局（スポーツ振興課、都市計画・モノレール課）の現地モニタリング報告 
（２） 質疑・意見 

質問者：指定管理者制度運用委員会 委員 
回答者：事務局、指定管理者 

７．検証結果・主な意見 
● アンケート実施方法について意見があり、指定管理者が回答。今後、利用者

の意見が反映されやすく、指定管理者の負担にならないアンケート実施につい

て県と調整していく。 
● 施設の修繕について意見があり、指定管理者が回答。小規模な修繕について

は随時指定管理者のほうで行っている。大規模な修繕が必要な箇所については

県と調整し、検討していく。 
● 利用料金の減免規定について意見があり、事務局及び指定管理者が回答。奥

武山総合運動場は様々な大会に利用されており、目的に応じて利用料金を減免

しているが、開催本番だけでなく準備や撤去等の作業も生じることから、休館

日や開館時間外の利用が多く、職員や施設管理の負担となっていたため、令和

元年度から減免対象時間を開館時間内と改めている。 
  平成 30 年度は本来であれば約 3,300 万円の料金収入があるところ、約 2,800



万円減額し、500 万円ほどしか収入がなかった。今後、利用団体・県・指定管理

者と調整し、お互いにできる限り負担のかからない減免規定基準を検討してい

く。 
    ● 喫煙場所の取扱について意見があり、事務局及び指定管理者で回答。令和元

年 7 月１日に健康増進法が改正され、受動喫煙防止の取組が強化された。それ

を受け、体育施設については県と指定管理者で協議の結果、武道館入口近くの

灰皿を撤去したところである。 
      公園施設については人通りが少ない場所に灰皿を設置、場所を表示すること

で受動喫煙防止を図っているが、今後も引き続き喫煙場所の取扱については検

討していく必要がある。 
● 奥武山公園駐車場の目的外使用について意見があり、事務局及び指定管理者

が回答。以前から施設利用者以外の駐車場利用が問題となっている。指定管理

者のほうで見回り等を行っているが、問題解決には至っていない。今後も引き

続き県も協力しながら問題の解決策について検討していく必要がある。 
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所管課

Ⅰ．履行確認

１．維持管理業務

(1) 清掃

指定管理者 委託業者

○

床拭き上げ、トイレ
更衣室、道場観覧
席
アリーナ観覧席、
窓ガラス
カーペット
(会・研・トレーニン
グ室)、
建物外周等

○

●床ワックス塗布
（アリーナ廊下、錬
成棟廊下）4回/年
●窓ガラス（アリー
ナ、錬成棟、弓道
場、庭球場）3回/
年
●錬成棟(１階～３
階)
シャワー室床面洗
浄(6回/年)
●トイレ(警備室
側、多目的側、B
売店)床面洗浄（12
回/年）
●貯水槽清掃
（武道館、プール）
１回/年
●浄化槽汲み取り
清掃

(2)植栽管理

指定管理者 委託業者

○

奥武山公園部
分、武道館、
陸上競技場、
庭球場、ﾌﾟｰ
ﾙ、弓道場、糸
満球技場、ﾗｲﾌ
ﾙ射撃場の植栽
維持管理

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

〈日常清掃〉

奥武山公園内
トイレ清掃業
務
各施設清掃業
務

【武道
館】
5名週6日
実施

【ﾌﾟｰﾙ】
2名週6日
実施

【その他
施設及び
公園ﾄｲﾚ】
3名週6日
実施

〈定期清掃〉

警備室トイレ
床ポリッ
シャー洗浄、
庭球場・弓道
場・武道館・
プール窓清
掃、武道館
ワックス塗
布、錬成道場
シャワー室床
ポリッシャー
洗浄、受水槽
清掃(武道館・
プール)
浄化槽汲み取
り清掃（ライ
フル）

【確認箇所】
　トイレ、武道館フロ
ア、更衣室、アリーナ
棟、錬成道場、会議
室、糸満球技場、ライ
フル射撃場、その他
公園内等

【確認結果】
　各施設、更衣室、ト
イレ等、清掃は清潔感
があり、計画通り、日
常清掃及び定期清掃
が行われている。
　業務日誌の確認に
ついては、記載状況、
報告方法、書類管理
が施設毎に統一され
た運用ができている。

　事業計画・
事業報告の
通り実施され
ている。

　良好に実施されて
おり、清掃業務回数も
妥当である。
　引き続き利用者が
気持ちよく利用できる
施設環境を維持する
ため、年間計画や人
員配置等、清掃業務
の効率化を図る必要
がある。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

樹木剪定（高木・中低木）
樹木施肥
芝生管理
（公園部・体育施設部）
草花管理
雑草管理
植栽巡回点検
ゴミ収集処理

【確認箇所】
　奥武山公園内、糸
満球技場、ライフル射
撃場

【確認結果】
　奥武山公園内、糸
満球技場及びライフ
ル射撃場の日常の清
掃、草刈、芝刈り作業
が行き届いており、景
観も良い。

　事業計画・
事業報告の
通り実施され
ている。

　今後も、施設内の緑
化・美化へ力を入れ、
巡回点検による早期
発見、予防保全に努
め、利用者にとって快
適な公園づくり行う必
要がある。

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

施設名称 奥武山総合運動場 対象年度 Ｈ30年度

指定管理者
株式会社　トラステック

指定期間：Ｈ30年４月～Ｒ３年３月

文化観光スポーツ部
スポーツ振興課
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(3) 保守・点検

指定管理者 委託業者

(4) 保安・警備

指定管理者 委託業者

○

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

３名常駐
施設維持管理
を実施

○消防設備保
守点検
○電気工作物
保守点検
○武道館設備
（電気・空
調・衛生）保
守管理
○錬成道場等
ＥＶ保守点検
〇プールＥＶ
保守点検
○熱源・衛
生・空調機ボ
イラー保守点
検
○直流電源・
自家電源保守
点検
○油圧電動リ
フト保守点検
○浄化槽維持
管理・法定検
査
　(ライフル射
撃場）
○簡易水道検
査
○温水ボイラ
保守点検
○白アリ防除
○音響・映
像、舞台機構
（吊り物）保
守点検
○高圧ガス点
検

○

○消防設備保守点検
○電気工作物保守点検
○武道館設備（電気・空調・衛
生）保守管理
○錬成道場棟ＥＶ保守点検
〇プールＥＶ保守点検
○熱源・衛生・空調機保守点
検
○直流電源・自家電源保守点
検
○油圧電動リフト保守点検
○浄化槽維持管理及び法定
検査(ライフル射撃場)
　（4回/1回）
○簡易水道検査
○温水ボイラー保守点検
○白アリ防除
○音響設備保守点検（１回/
年）
○大型映像装置保守点検（１
回/年）
○舞台機構（吊り物）保守点検
　（２回/年）
○高圧ガス点検（空調設備）
　（１回/年）

【確認箇所】
　武道館地下１階、中
央監視室、機械室、
電気室等において設
備機器の確認

【確認結果】
　システムによる保守
と目視点検により奥武
山公園内の空調や電
気設備を全体的に把
握できるようになって
おり、点検表も日報に
より作成され、適正に
行われている。

　事業計画・
事業報告の
通り実施され
ている。

　各種保守点検も適
正に行われており、実
施回数も妥当である。
　経年劣化している設
備については、安全
性、緊急性を考慮のう
え更新し、今後も適切
な保守点検に努め、
利用者が安全に施設
を利用すことができる
よう取り組んでいく必
要がある。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

○園内入出車
両の管理
○園内巡回警
備
○各施設巡回
警備
○各施設機械
警備

昼勤2名、夜勤3名
24時間2交代制で常駐警備を
実施
施設内外の巡回点検
（施錠及び消火器、消火栓の
異常確認）
公園全体の巡回
入園車両（ゲートによる）の確
認
（護国神社・沖之宮神社参拝）
駐車場開閉管理
施設の施錠解錠（機械警備含
む）
園内違法進入車両の取り締ま
り

【確認箇所】
　●奥武山総合運動
場入り口（駐車場守衛
室）保安・警備作業の
確認
●施設内施錠開錠箇
所の確認

【確認結果】
施設内外の巡回、車
両の乗入確認等、24
時間２交代制で警備
を実施し、警備日報の
記録も適切に行わ
れ、整理・保管されて
いる。

　事業計画・
事業報告の
通り実施され
ている。

　警備と連携を図り、
安全対策に万全を期
すとともに、想定もふ
くめた危機管理意識
を持って、引き続き安
全な施設環境の保持
に努める必要がある。
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(5) 小規模修繕

指定管理者 委託業者

(6) 備品購入

指定管理者 委託業者

－ －

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

【確認箇所】
平成30年度に購入し
た左記の備品の使用
及び保管状況を確
認。

【確認結果】
購入した全ての備品
について、適切に保
管・管理されている。

　適切な備品
管理がなされ
ている。

　今後も、必要性や優
先順位、コストを考慮
して、利用者の利便
性に繋がるよう備品の
購入を行う必要があ
る。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

必要に応じ、予
算の範囲内で
購入

●レッグプレス＆カーフレイズ
　　1,159,380円
●レッグカール＆エクステン
ション
　　1,294,380円
●アームカール＆エクステン
ション
　　1,174,500円
●アダクション＆アブダクション
　　1,127,520円
●ラットプルダウン
　　　983,340円
●チェストプレス
　　　1,010,340円
●ショルダープレス
　　1,026,540円
●サッカーゴール
　　453,600円
●男子用Ｕ型バー（12本）
　　1,393,200円

計：9,622,800円

【都市モノ課】
●なし

合計：9,622,800円

150万円以下の
修繕

○

施設
（88件　うち備品修理６件）
公園（45件　うち備品修理３件）

【確認箇所】
平成30年度に実施し
た小規模修繕のうち
数箇所を確認。

【確認結果】
〔施設〕
●床下鋼製床組み修
繕
●吸収式冷凍機配管
印ホール修繕
●消防用設備改修工
事
●プール外階段すべ
り止め工事

〔公園〕
●ワシントンヤシ古葉
剪定

●枯損木伐採工事

　事業計画・
事業報告の
通り実施され
ている。

　施設及び公園の不
具合箇所について、
迅速な対応を行って
おり、利用者に配慮し
た修繕を行っている。
　今後も緊急性、安全
性を考慮した修繕を
行う必要がある。
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(7) 防犯・防災対策

指定管理者 委託業者

○

(8)料金徴収業務

指定管理者 委託業者

○

※維持管理業務については、必要に応じて項目を追加・削除して記入して下さい。

実施内容
整合性の検証 現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

１．維持管理業務
取組改善案

　維持管理業務については事業計画・事業報告通りに実施されており良好である。
　修繕の必要な施設については予算の関係上、関係課と調整し、優先順位を決め、対応していく。

●個人利用料
金徴収
　（於：各施
設受付）
●専用利用料
金徴収
　（於：県立
武道館）

●個人利用利用料金
　武道館、庭球場、弓道場
　陸上競技場、プール
　ライフル射撃場
　糸満球技場
●専用利用料金徴収
　（一括武道館徴収）
　武道館、庭球場、弓道場
　陸上競技場、プール、多目的
広場
　ライフル射撃場
　糸満球技場

【確認箇所】
　施設での日報の確
認や報告方法を確
認。

【確認結果】
　各施設において、統
一された様式を用い
同日において報告さ
れている。

　事業計画・
事業報告の
通り実施され
ている。

　今後も引き続き、適
正な徴収業務を徹底
すること。

●消防訓練
●不審者対処
訓練
●ＡＥＤ/ＣＰ
Ｒ講習会
●防災(津波)
訓練

【消防避難訓練】６月（県立武
道館、プール、弓道場）２月（県
立武道館、弓道場）
【防災(津波)訓練】施設利用者
を巻き込み一緒に避難訓練。
多言語放送機能の付いている
ハンドマイクを使用し避難案内
を行った。
【不審者対処訓練】協力者の
豊見城警察署との日程が合わ
ず見送り未実施。
【AED/CPR講習会】実施７名の
プロバイダーライセンスを発行
（新崎、仲村、伊敷、新垣、平
良、赤嶺、比嘉）。
【スポーツ施設管理者の為の
障がい者対応講習会/除草剤
の使用について】東京での講
習会を受講し伝達講習会を
行った。併せて除草剤の使用
についても勉強会を行った。

【確認箇所】
　現地確認では、施設
での誘導表示やＡＥＤ
設置場所を確認。

【確認結果】
　エレベータ付近等、
各箇所に表示されて
いる

　事業報告の
通り実施され
ている。

　訓練については、関
係機関との調整を行
い、利用者とともに実
施すること。
　不審者対処訓練に
ついても年１回は確
実に実施するよう努め
ること。
　通常利用の際にも、
避難誘導表示やＡＥ
Ｄ設置場所について
案内する等、周知を
図ること。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

事業計画

実施主体
(該当者に○印)
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２．運営業務

(1) 利用実績

１) 利用者数等　※（）書きは体育施設のみの利用者。個人利用者数はすべて体育施設のみの利用者。

前年比 計画比

99%

(484,784) (496,070) 94%

95%

Ｂ

２) 施設稼働率

①奥武山総合運動場

使用日 （開放日） 使用日 （開放日） 前年比 計画比

277 (291) 295 (304) 101.94%
278 (291) 298 (304) 102.61%
283 (286) 296 (297) 100.72%
304 (305) 304 (304) 100.33%
299 (305) 303 (304) 101.67%
300 (300) 297 (297) 100.00%
305 (305) 304 (304) 100.00%
305 (305) 303 (304) 99.67%

300 (300) 298 (297) 100.34%
56 (300) 46 (293) 84.11%
20 (301) 15 (293) 77.05%
94 (296) 83 (288) 90.75%
16 (300) 7 (293) 44.80%
21 (301) 15 (293) 73.38%
73 (296) 50 (288) 70.40%

233 (300) 188 (293) 82.61%
259 (301) 235 (293) 93.21%
152 (296) 175 (288) 118.33%
178 (305) 201 (304) 113.29%
187 (305) 209 (304) 112.13%
134 (300) 172 (297) 129.65%
162 (305) 232 (304) 143.68%
163 (305) 206 (304) 126.80%
123 (300) 180 (297) 147.82%
100 (305) 103 (304) 103.34%
105 (305) 111 (304) 106.06%
89 (300) 119 (297) 135.06%
77 (50) 71 (41) 112.45%

147 (147) 141 (139) 101.44%
107 (109) 108 (85) 129.43%
224 (300) 224 (293) 102.39%
201 (301) 178 (293) 90.98%
189 (296) 187 (288) 101.69%
291 (305) 283 (304) 97.57%
305 (305) 302 (304) 99.34%
287 (300) 278 (288) 100.90%
223 (226) 288 (293) 99.62%
226 (227) 285 (293) 97.70%
222 (222) 287 (288) 99.65%
119 (291) 117 (304) 94.11%
151 (292) 134 (304) 85.24%

72 (287) 129 (297) 173.13%

94 (291) 102 (304) 103.87%

119 (292) 88 (304) 71.03%

81 (287) 119 (297) 141.97%

22 (300) 8 (304) 35.89%

14 (301) 5 (304) 35.36%

2 (296) 0 (297) 0.00%

158 (306) －

248 (306) －
B

備考

※プールは、時期により開放時間帯が異なる。

計

　台風により那覇まつり
が中止になったことに
より、公園部分の利用
者が減少していると思
われる。

午　後 100.00%
夜　間 98.17%

陸上競技場

現状分析
・課題

利用者数

個人利用者数 149,444

　沖縄国際空手大会、
技能五輪全国大会・全
国アビリンピック等の開
催により、一般利用者
の利用制限が多かった
ことから個人利用が減
少したと思われる。一
般利用者に不都合が
できる限り生じないよう
に日程調整を行うこと。

団体利用者数

1,299,514（645,514）人

93%

1,217,267 1,150,070

評価（①利用状況）

現状分析
・課題

午　前 74.67%

夜　間 63.85%

34.43%
夜　間 29.67%

多目的広場
(公園施設)

午　前 51.63%
午　後 81.05%

28.95%

ライフル射撃場
（スモールボア）

午　前 7.33%
午　後 4.65%
夜　間 0.68%

#DIV/0!
#DIV/0!－

1.64%
0.00%

ライフル射撃場
（エアーライフ

ル）

午　前 32.30%
午　後

28.22%

整合性の検証

整合性の検証

33.55%

午　後 6.98%
夜　間 24.66%

43.43%

　ほとんどの施設で
前年度並～前年度
以上の稼働率と
なっているが、稼働
率が下がっている
施設もあることか
ら、利用が少ない
施設や時間対につ
いては広報を行う
など、利用促進を
促し、工夫を凝らし
た施設の提供を行
う必要がある。
　利用の促進を
行った会議室、研
修室、修養室は昨
年度の稼働率を上
回っており、利用者
への認知度も高
まっていると推測で
きる。
　クライミング（ボル
ダリング）施設につ
いては、指定管理
者において照明を
設置したことにより、
夜間の稼働率が増
加している。日中の
利用についても教
室やイベントの工夫
を図る必要がある。
　
※ライフル射撃場
は専用施設であり、
専門性が高い競技
のため、ライフル愛
好者以外は使用す
ることがなく、他の
施設と比較して稼
働率が低くなる。そ
のため、目標値に
は含んでいない。

40.07%
2.63%

午　後 66.78%

96.53%

夜　間 100.00%

17.36%

98.29%

33.88%
36.51%
40.07%

173.17%
101.44%

100.34%

40.75%
夜　間

64.16%
80.20%
60.76%
66.12%
68.75%
57.91%
76.32%
67.76%
60.61%

研修室

午　前 53.11%
午　後 53.44%
夜　間 41.00%

127.06%
76.45%
60.75%
64.93%

97.27%
99.65%
38.49%
44.08%

93.09%
99.34%

6.64%

午　後

51.35%

会議室

午　前 58.36%
午　後

クライミ
ング

（ボルダ
リング）

午　前 77.67%
午　後 86.05%
夜　間

夜　間 31.76%
クライミ

ング
（リー
ド）

午　前 5.33%

修養室

午　前 32.79%

61.31%
夜　間 44.67%

午　前 100.00%
午　後 100.00%

事業計画
（目標値）

H29実績

151,429

1,368,696（636,213）人

H30

使用率

97.04%
98.03%
99.66%

100.00%
99.67%

100.00%
100.00%
99.67%

695,000人
（体育施設の

み）

事業計画
（目標値）

H30実績

施設名 時間帯
H29

使用率

武道館

アリーナ

午　前 95.19%
午　後 95.53%
夜　間 98.95%

錬成道場

午　前 99.67%
午　後 98.03%
夜　間 100.00%

トレーニ
ング
ルーム

相撲場

午　前 18.67%
午　後

ライフル射撃場
（ビームライフ

ル）

午　前 40.89%
午　後 51.71%
夜　間 25.09%

弓道場

午　前 95.41%
午　後 100.00%
夜　間 95.67%

庭球場

午　前 98.67%
午　後 99.56%
夜　間 100.00%

15.70%
5.12%

28.82%
2.39%
5.12%

評価（①利用状況）

79.20% 92.92%

水泳プール

午　前 154.00%

－

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

【評価基準（①利用状

況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％

未満

Ｂ：80％以上、100％未

満
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３) 教室・イベント等参加者実績

前年比 計画比

約700

・復興支
援
　ﾁｬﾘﾃｨ-
ﾌｪｽﾀ
　
　収益金
　
501,571
円

105.70%

(2) 運営企画

(3) 受付・接客

指定管理者 委託業者

○

(4) 広報

指定管理者 委託業者

○

(5) 情報管理

指定管理者 委託業者

○

３．自主事業

指定管理者 委託業者

イベント

・東日本大震災復興支援ちむぐくるチャリ
ティフェスタ
　県民の友愛・相互扶助の精神（ちむぐく
る）で、東日本大震災の遺児に、教育を受
け学ぶ意欲を支え、夢と希望を抱いて立
派な社会人に成長すること願い、東日本
大震災遺児育英資金　ちむぐるチャリ
ティーフェスタを開催しチャリティーの収益
金を東北三県の震災遺児育英資金団体
へ寄付する。

教室

（小学生）
幼児体操、小学生体操、水泳
少林寺挙法、空手
武道三種目体験
（相撲、柔道、なぎなた）
（大人）
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ﾃﾆｽ、水泳、体幹ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ、ﾘｽﾞ
ﾑｽﾄﾚｯﾁ、ﾖｶﾞ、ﾌﾗﾀﾞﾝｽ
（文化）
ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ、三線、犬のしつけ教室
（その他）
護身術、ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ体験会、着衣泳
女性のためのやさしいﾖｶﾞ

【スポーツ教室】
（小学生）幼児体操、小学生体
操、ｻｯｶｰ、水泳、少林寺挙法、空
手、剣道、武道三種目体験
（相撲、柔道、なぎなた）
その他新規教室等
（大人）
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ﾃﾆｽ、水泳、体幹ﾄﾚｰﾆ
ﾝｸﾞ、ﾘｽﾞﾑｽﾄﾚｯﾁ、ﾖｶﾞ、ﾌﾗﾀﾞﾝｽ、
成人女性なぎなた（文化教室）
三線、ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ、囲碁、将
棋、うちなーぐち講座、犬のしつけ
教室
（その他）
護身術、ｱﾛﾏｾﾗﾋﾟｰ、着衣泳、ｸﾗｲ
ﾐﾝｸ体験会、ｶﾇｰ体験会

内容 H29実績
事業計画
（目標値）

1,592 80%

H30実績

1,893

整合性の検証

118.91% 107.50%

奥武山手作り市 -

現状分析
・課題

　昨年度よりも参
加者数が増えてい
る。
　今後も計画的な
事業を実施し、利
用者ニーズに対応
した自主事業の拡
大を図ること。

・東日本大震災復興支援ちむぐく
るチャリティーフェスタ

-

・復興支援
　ﾁｬﾘﾃｨ-ﾌｪｽﾀ

　
　収益金

　535,033円

　出店者の満足度
の高いイベントの
ため、今後も継続
して開催するこ
と。

計

事業計画

社員行動指針に挙げる「明るく(私達
は挨拶・会話は明るく笑顔で対応し
ます)」「楽しく(私達はお客様に感
動を提供する為に楽しく仕事をしま
す)」「前向きに(私達は報連相を徹
底し前向きに(ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ)に行動しま
す」もモットーに受付・接客対応を
行います。

実施主体
(該当者に○印)

（事業報告書）

　健常者だけでなく障がい者も利用する公共
施設であるため「スポーツ施設管理者におけ
る障がい者対応講習会」（スポーツ庁後援）に
参加しスキルアップを行った。
　後日、水平展開（共通理解）するために職
員全員に伝達講習会を行った。分類は知的・
身体・精神障がいと細かく対応も様々である
が現場対応を重ねて研鑽に励んでいる。

実施内容

（現地確認）

　施設に入ると挨拶での迎
えができている。利用者か
らの質問は丁寧に対応して
いる。

整合性の検証

　事業計画・事業報
告の通り実施されて
いる。

現状分析
・課題

　今後も利用者に
対する積極的な対
応を心がけ、研修
等も行いサービス
の向上に努めるこ
と。

整合性の検証事業計画

〈開館日数〉

〈開館時間〉

 現状分析・課題

　今後も条例上の
開館・開場時間とと
もに、場合によって
は県の許可を得た
うえで施設を開場
すること。

　　事業計画・事業報
告の通り実施されてい
る。

（現地確認）

事業計画

奥武山公園・奥武山総合運動場のﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞを開設する。新聞の無料の広告
を利用し自主事業の情報を拡散す
る。近隣小学校へのフライヤー配
布。弊社管理他事業所へのフライ
ヤー設置。公園内10箇所の掲示板へ
の掲示。

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証
現状分析
・課題（事業報告書） （現地確認）

　随時新着情報を更新し広く情報を提供。新
聞の無料広告を利用し自主事業の情報を拡
散。　園内10箇所にある掲示板や近隣小学
校及び公民館、弊社管理の事業所（県総合
運動公園、豊見城体育館、与那原観光交流
施設）への広報を行った。
　今年度はイベントや教室の様子を利用者や
興味関心のある方と楽しさを共有出来るよう
Instagramを立ち上げた。フォロワーも数も増
えている。

　HPは随時更新が行われて
いる。
　SNSを利用し、情報の周
知・拡散する機会を拡大さ
せている。

　事業計画・事業報
告の通り実施されて
いる。

　利用者が知りた
い情報や、施設の
注意事項等を含め
て、SNS等も利用
し、引き続き広報
を行うこと。

実施内容
整合性の検証

現状分析
・課題（事業報告書） （現地確認）

　記入された個人情報書類等は施錠式の書
庫にて厳重に保管。不要になった書類はシュ
レッダー処理を行った。第三者からの利用者
(事務所職員含む)電話番号問い合わせには
不用意に開示しない。
　申請書については公文書にあたるため、保
存期限内は施錠可能な書庫にて厳重保管。
防犯カメラの記録媒体についても然り。

　必要な書類には「取扱注
意」の記載がされ、個人情
報が含まれている書類の区
分が行われていた。

　事業計画・事業報
告の通り実施されて
いる。

　利用者が信頼し
て利用できるよ
う、情報の管理に
ついて、職員が統
一した危機管理の
もと対応するこ
と。

実施内容

（事業報告書）

　条例上の開館日に加え必要に応じて県
知事の許可を得て10日間開場した

　条例上の開場時間に加え必要に応じて
県知事の許可を得て88日間開場で146時間
の開場

　条例上の開館日以外にも県
の許可を得たうえで適切に開
館している。

　条例上の開場時間以外にも
県の許可を得たうえで開場して

いる。

２．運営業務
３．自主事業
取組改善案

　利用率の下がった施設についてはＳＮＳも利用して積極的に広報を行い、認知度を高めるとともに教室やイベントを充実させる。
　自主事業については昨年度の利用者の意見をできるだけ取り入れ、ニーズに合った事業を行い、拡大を図ること。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証
現状分析
・課題（事業報告書） （現地確認）

※教室・イベントに含む

事業計画

個人情報の保護に関する法律及び個
人情報条例の規定に基づき管理す
る。
※「安全危機管理ﾏﾆｭｱﾙ」
管理事務所所長を責任者とし就業規
則に則り随時教育を行う。
第18条ﾊﾟｿｺﾝ等情報機器の使用原則
第21条持込・持出禁止
第49条金品の返還
第50条守秘義務

実施主体
(該当者に○印)
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Ⅱ．サービスの質の評価（体育施設）

H29評価 目標

満足度96％
・とてもよい26％
・よい70％
・悪い4％
・非常に悪い
0％

Ｓ

〈満
足
度〉
90％
（※
1）

〈改善要望〉
　庭球場、大会運営に使
用する会議室の窓やドア
が開閉に不備がある。
　陸上競技場について、
雨天時でも活用できるよ
うにして欲しい。
　アリーナ棟ですが雨漏
りしている所があるので
修理をお願いしたい。

　25ｍ、50ｍﾌﾟｰﾙの床面タ
イル剥離が発生し利用者
の安全性を保つために緊
急で補修工事を行った。
シーズンの開業には間に
合ったが根本的な解決に
は至っていない。引き続き
所管課と協議を行い本格
的な修繕が施工できるよう
調整していきます。
　プール外階段の滑り止め
も安全対策で施工。竣工
から22年が経ちスポーツフ
ロアの点検を行ったところ
アリーナフロアの床鳴りが
至る所に発生している。
よって床の底抜けを防ぐ
為、次年度、床下支持脚の
取替や固定ピンの打ち直
し修繕を計画。
　2019年度改修予定の錬
成道場の空調機であるが
天板腐食によるモーターの
崩落が予見されるため修
繕を行った。空調は武道館
の生命線である。アリーナ
空調に於いても配管にピン
ホール（針先程度の穴）が
発生しガス抜けが発生し緊
急に修繕を施す。
　弓道場の近的安土につ
いて弓道連盟の協力を得
ながら整備を行った。弓道
場はデリケートな施設の
為、年に１度の整備は必須
である。材料の鋸屑につい
ては中城の材木店より２ｔの
無償提供をして頂いた。
　条約の施工により水銀灯
の生産輸入禁止が決定。
既設電気設備は水銀灯が
多いため、施設運用に支
障が出ないよう、所管課と
協議を行い庭球場の夜間
照明を水銀灯からLED照
明に改修案を提案。来年
度施工の予定である。ア
リーナ照明についても順
次、改修提案を行ってい
く。

　利用者評価と
して、「とても良
い・良い」が
96％あり、昨年
度から引き続き
高評価を得て
いる。今後も利
用者の満足度
向上に努めるこ
と。
　維持管理に
ついては、利用
者からの要望を
踏まえ、対応を
行っている。
　今後とも改善
を要するものに
ついては、安全
性を考慮し、利
用者の声を反
映させつつ、優
先度を判断して
対応する必要
がある。

指定管理者
自己評価

現状分析・課題評価項目

維
持
管
理
業
務

施
設・
設備
管理

とてもよい
32％
・よい63％
・悪い5％
・非常に悪
い0％

第三者（利用者等）評価

H30評価
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満足度100％※
・とても良い
29％
・良い38％
・悪い0％
・非常に悪い
0％
・無回答33%

※無回答は評
価から除く

Ｓ

運
営
業
務

接客
対応

・とてもよい
48％
・よい22％
・普通30％
・悪い0％

〈満
足
度〉
90％
（※
1）

〈改善要望〉
　事前にお願いをすれば
できるだけ、対応させて
頂きます。
　上から目線の対応はや
めて欲しい。
　スタッフの方々は、いつ
も柔軟に相談事に対応し
て下さり大変助かってお
ります。
　スタッフの皆様には運
営がやり易いように指導
して頂いているので何ら
問題はありません。
　感謝しているところで
す。
　利用者の為にますます
頑張ってください。

　アンケートにて「事前にお
願いすれば出来るだけ対
応させていただきます。と
いう上から目線はやめて欲
しい」との改善要望がある
が施設（陸上競技場やの
びのび芝生広場等）の草
刈りは施設利用の月間スケ
ジュールを加味しながら
行っています。特に陸上競
技場のフィールドについて
はグランドゴルフやサッ
カー、陸上の投擲等、多種
な種目で利用され各種種
目の芝生の刈り高に毎回
調整することが困難であ
る。
　よって「出来るだけ＝事
前調整して頂ければ可能
な限り」というニュアンスに
なったかと思われます。常
に利用者の目線になって
前向きに対応させて頂いて
おります。
　年々、障がい者の利用頻
度が増えてきています。障
がい者は運用上、免除の
サービスを行っていますが
確認作業が大変難しい作
業です。障がい者手帳の
確認は大変デリケートな確
認作業です。
　よって障がい者スポーツ
センターでの講習会に参
加し対応に係わる勉強をし
てきました。健常者も障が
い者も心地よく利用できる
施設を目指します。
　トータル的な満足度は
67％であはありますが、利
用者からはお礼や心強い
お言葉も頂いております。
これらを励みにして、より
いっそう、接客対応の満足
度を高めていきたいと思い
ます。

　引き続き外部
講習会への参
加等、一層の
接客サービス
の向上に努め
ること。
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〈改善要望〉
　庭球場、夏場の暑さ対策
で会場内に日陰になる観
覧席が欲しい。
　陸上競技場の机・イス等
を借用することがあるが老
朽化が著しい。至急整備
頂ければ大変有り難い使
用料を支払っても良い。
　駐車場が不足している状
況で駐車場を潰すイベント
が多すぎではないでしょう
か。運営方法の前に施設
に見合う駐車場の能力が
極端に不足。政治力を発
揮して軍港利用を安易に
して欲しい。
　武道館地下駐車場は半
分、物置というか駐車でき
ないスペースがあり有効活
用できていない。

　トレーニング室のコンビ
ネーションマシンが経年劣
化の為、予てより申請して
いたマシンを入れ替え。安
全・安心に快適に使用して
頂いている。衛生面や維持
管理面（汗や湿度による腐
食防止）、体調面も考慮
し、湿度70%を超えた場合
にはトレーニング室の空調
を稼働させるサービスを
行った。その新設マシンや
空調等のサービスも浸透し
利用者、特に女性が増に
転じている。今後、所管課
と調整し更に有酸素系マシ
ンを設置してもらい県民の
健康増進を図ります。
　予てより所管課と調整し
ていたボルダリングの利用
促進の為の夜間照明設置
を行った結果、夜間の利用
者が徐々に増えている。
　庭球場防球フェンスの改
修を行った事で腐食倒壊
の危険性が除去でき安全・
安心に施設の提供が可能
となった。
　武道館第三錬成道場利
用者の身体障がい者（車イ
ス：少年柔道クラブ監督）の
バリアフリー要望は県所管
課と協議をしましたが需要
が要望者のみの為、今後も
引き続き検討案件となりま
した。健常者も障がい者も
どちらも利用しやすい施設
つくりを目指します。
　清掃についても満足度は
90%弱の評価を頂いていま
す。用具・器具の整備に関
しても90%弱の評価を頂い
ておりますが使用年数が長
期に亘っている器具・設備
もあるため、これからも点
検・整備を怠らず安心・安
全で快適な施設利用を提
供できるよう邁進します。

　今後とも、所
管課を交え、必
要性、優先順
位、工程等を考
慮し、計画的に
行う必要があ
る。

運
営
業
務

Ａ

維持管理
満足度88%※
とても良い24%
良い52%
悪い10％
非常に悪い0％
無回答14％

清掃管理
満足度100%※
とても良い38%
良い57%
悪い0%
とても悪い0%
無回答5％

安全・安心
満足度95%※
とても良い38%
良い52%
悪い5%
とても悪い0%
無回答5％

用具・器具の整
備
満足度89%
とても良い38%
良い47%
悪い5%
とても悪い0%
無回答5％
※無回答は評価
から除く

施設・
設備

維持管理
とても良い
24%　良い66%
悪い7%
とても悪い
3％

清掃管理
とても良い
39%
良い50%
悪い7%
とても悪い４%

安全・安心
とても良い
20%
良い59%
悪い17%
とても悪い4%

用具・器具の
整備
とても良い
39%
良い50%
悪い7%
とても悪い4%
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施設の利用時間
について
満足度79%※
満足53%
不満足14%
無回答33%

各施設の運用方
法
満足度90%※
満足81%
不満足9%
無回答10％

※無回答は評価
から除く

A

運
営
業
務

利用
条件

施設の利用
時間につい
て
満足68%
不満足25%
無回答7%

各施設の運
用方法
満足79%
不満足21%

〈満
足
度〉
90％
（※
1）

〈改善要望〉
①駐車場の管理に人件
費と、人員を割かないと
いけないので、運営が苦
しくなっている。
②地下駐車場を普段か
ら利用できるようにして欲
しい。
③時間外の施設利用、
利用者の立場から出来る
だけ対応頂きたい。
④アリーナ棟、競技開始
を９時から希望のため朝
８時から利用できるといい
と思う。
⑤陸上競技場の雨天後
のぬかるみの状況によっ
ては施設保全の為、使
用できない場合があると
利用直前に知らされた。
利用申請時点で教えて
頂きたかった。施設利用
における留意事項をまと
めたマニュアル棟がある
と助かります。
⑥体育施設でありながら
正面入口付近に喫煙所
が設置されているのは如
何なものか。
⑦利用者感謝デー等無
料開放日を設ける際に
早く閉めるのは如何なも
のか。

　駐車場の整理員につい
て利用団体の協力と利用
者の周知理解も相まって
近年では非常にうまく循環
しており、行政（警察）指導
もありません。今後ともご理
解ご協力のもと駐車場の整
理に努めます。
　②地下駐車場はセキュリ
ティー上、一般利用での開
放は行ってません。時折、
一般利用者が駐車する場
合がありますが事情を説明
し正規駐車場に止めて頂く
よう説明をしています。
　③④施設の開場につい
ては条例に則り午前９時か
ら午後９時を原則にしてま
す。大会運営上、支障のあ
る場合には内容を精査し
県知事の承認を得て時間
外の開場を弾力的に扱っ
てます。
　⑤陸上競技場トラックが
アンツーカ（土のグランド）
の為、雨天時には侵入出
来ない事は予め打合わせ
済みです。今後も運用方
法については現状維持の
ため文面においても記載し
ていきます。
　⑥これまで健康増進法に
基づき施設内の喫煙に関
しては分煙方法を講じてき
ましたが2019年度からは
「改正健康増進法」に基づ
き所管課との協議の結果、
施設敷地内では禁煙、灰
皿の撤去を行います。今後
も社会情勢にいち早く対応
出来るよう邁進します⑦５
時以降に関しては那覇ま
つりでの来場者が多数来
園しアルコールを飲酒され
た方が施設（武道館、弓道
場、プール等）に入館して
トラブルがあった為、閉館
措置をとっています。今後
もご理解ご協力を求めてま
いります⑧所管課と施設の
中長期整備計画の中で、
再度調整を行い安心して
施設利用が出来るよう行っ
てまいります。

　利用者の意
見を聞きなが
ら、今後とも公
平性を保ち、き
め細やかな対
応を行い、適切
な施設の提供
を行う必要があ
る。



別紙６－Ⅱ

〈満足度〉93％

Ｓ

自
主
事
業

教
室・
プロ
グラ
ム

〈満足度〉
93％（※1）
幼体88%
小体86%
小学生水
泳86%
剣道94%
少林寺拳
法85%
成人水泳
95%
ヨガ昼88%
ﾌﾗﾀﾞﾝｽ
106%
ﾃﾆｽ97%
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ
94%
いきいきﾘｽﾞ
ﾑｽﾄﾚｯﾁ
106%
体幹ﾄﾚｰﾆﾝ
ｸ96%
ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ体
験教室99%
ﾊｰﾊﾞﾘｳ
104%
三線96%
しまくとぅば
教室85%
囲碁入門
教室96%
将棋入門
教室80%
ふれ愛ﾀｯﾁ
ｹｱ（乳児）
教室89%

〈満
足
度〉
90％
（※
1）

〈改善要望〉
①先生によって指導力の差
が感じられた。統一出来たら
より良い。１週空くと感覚を忘
れてしまう出来るだけ空かな
いようなスケジュールで。レッ
スンの時間がもう少し長けれ
ばいい
②毎回抽選なので参加でき
ない時が残念。募集人数の
枠を増やして欲しい
③参加できなかった日の振
替日などがあれば良い
④入門でもこれからの教室と
いう形でも良いので継続出
来たら良い
⑤年齢を細かく分けたクラス
があれば良い
⑥4泳法制覇には15回では
なく20回くらいは必要かと思
う。中級クラスの教室も望む
⑦申込み開始日に行けない
と満定員になるコースもある
為、抽選にして欲しい。男女
は分けて欲しい
⑧週に２回のレッスンがあると
覚えも早いので良い
⑨１～３期の間を短くして欲
しい。なるべく休みを短く
⑩プレー中に隣の卓球の球
が来るのですごく邪魔
⑪とても楽しくて10回では物
足りない。回数を増やして欲
しい
⑫人数が多いので他の曜日
にも（他の時間）にもクラスが
あると良い
⑬毎週ボルダリングの練習を
開いて幼稚園児も出来るよう
な幼稚園児用のボルダリング
を作ってください
⑭知り合いも参加したがって
たので初級コースも再開希
望
⑮あんよが出来るようになっ
たら、その月齢にあったクラ
スを受講したい
⑯とっても分かりやすかっ
た。ボケ防止に始めてみます
⑰２日ではなく３日講習して
欲しいです。

　幼児体操教室や小学生
体操教室は依然と人気が
高く抽選から漏れる希望者
もいます。開講曜日を増や
し希望者を受け入れたい
が指導者を自前のスタッフ
で行っているため通常業
務との関係上、今現在困
難な状況である。打開策を
模索中。指導力の差違に
ついては教材研究を全体
で行いながらスキルアップ
を図ります。各期のイン
ターバルはなるべく開かな
いように今後もスケジュー
ルを調整します。
　剣道教室については県
剣道連盟の協力を仰ぎな
がら今後とも開催できるよう
努めます。
　ヨガ教室も人気教室のひ
とつ。平等に参加できるよ
う、申し込み方法も今後は
検討（抽選等）していきた
い。
　バドミントン教室の安全管
理（隣接卓球ボールの越
境）についてはケガ・事故
にならないよう安全対策を
検討して講じます。
　体幹トレーニングに関し
ても受講希望者が多いた
め講師と調整し受講者の
分散拡大が可能か調整を
図ります。
　三線教室については昨
年度より継続して開講。沖
縄の伝統文化である教室
を引き続き次年度も開講し
ていきます。
　各期の定期教室の他、単
発教室としても将棋教室
（子ども～大人）、しまくとぅ
ば教室（子ども～大人）、護
身術教室（親子）、着衣泳
教室（親子）、絵画チャレン
ジ教室（小学生）、苦手克
服塾（鉄棒・跳び箱）など多
数の自主事業を開講しまし
た。受講者からは「単発で
はなく再度、開講して欲し
い」とのうれしい要望もあり
ました。２回３回と続けられ
るよう調整図っていきます。

　引き続き応募
者のニーズに
合わせた人気
教室の拡大とと
もに、利用者数
が少ない施設
や時間帯につ
いて、教室やイ
ベントを組み合
わせた工夫を
行う必要があ
る。
　今後も、宣伝
方法の検討を
図る等、集客に
努めること。
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　アンケート集計
を行っていない
為、非掲載

－

評価
（②満
足度）

　引き続き更なる
集客・寄付金確
保のために内容
を精査し、実施
すること。

　条例や法改正による設備の
改修工事に向け工事設計に取
り組んだ為、2018年度は大きな
整備工事はありませんが武道
館の生命線である空調設備の
不具やﾌﾟｰﾙ（25ｍ、50ｍ）床ﾀｲ
ﾙ剥離の緊急補修工事、ｱﾘｰﾅ
ﾌﾛｱ床鳴補修工事等、施設設
備の延命となる補修を施しまし
た。
　催事では特に県が尽力して
いた技能ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ
の会場であり大会の成功に向
け事務局と一丸となり深夜まで
及ぶ施設開場も協力し運営を
ｻﾎﾟｰﾄ致しました。
　ｱｼﾞｱﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ選手権や
ｱｼﾞｱjrｶデッド空手大会等、国
際大会の運営ｻﾎﾟｰﾄも滞ること
なく行えました。
　次年度は南部九州高校総体
の開催を皮切りに多くの大会、
催事もﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟしていく所存で
す。
　一般利用者に対しては心地
良く安心・安全に利用して頂く
事はもとより、更に奥武山公園・
奥武山総合運動場に愛着を
持って頂けるよう自主事業の充
実を図り今後も所管課と密に協
議を行った上でより良いｻｰﾋﾞｽ
提供を公正・公平に行うために
前向きに対応して参ります。

　基本協定書に
基づき、指定管
理業務は全般的
に適切な対応が
できている。
　多様化する利
用者の要望・意
見については、
公の施設の利用
を基本として、
個々の案件毎に
対応が必要であ
る。
　施設の修繕や
維持管理につい
ても必要な処置
が認められる。
修繕の案件につ
いては、その都
度、所管課へ協
議を図り、報告さ
れている。
　今後も県民が
安心して利用で
きるサービスの
提供と、清潔で
利用しやすい施
設の管理運営を
図っていくこと。

－ －

東日
本大
震災
復興
支援
ちむ
ぐくる
チャリ
ティ
ー

Ⅱ．サービスの
質の評価

取組改善案

　全体的に満足度が高いが、満足度が低い項目については引き続き改善に取り組むこと。施設の整備については県も含めて対応
を検討していく。
　アンケート未回答だと正確な評価をしづらいため、できる限り回答してもらうよう努めること。

　今回第５回目の企画ｲﾍﾞﾝﾄ
で「チャリティーエイサー大
会」と称し開催。
　

①岩手の学び希望基金
583人　158,154円
②東日本大震災みやぎこど
も育英基金  1,095人
297,048円
③東日本大震災ふくしまこど
も寄付金
202人　　54,798円
小計　1,849人
510,000円寄付
④熊本県へ　　25,033円

来場者　　　　　　　800人
支援金合計　535,033円

総合評
価

（各評価
項目の平

均）

〈満足度〉
　87％

〈満
足
度〉
　

90％
（※
1）

〈改善要望〉

〈満足度〉
　92％

自
主
事
業

Ｓ

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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Ⅱ．サービスの質の評価（公園）

H29年評価 H30年目標

〈満足度〉89％
（※1）
・満足60％
・やや満足
29％
・やや不満4％
・不満1％
・無回答6％

Ａ

〈満足度〉87％
（※1）
・満足59％
・やや満足
28％
・やや不満1％
・不満1％
・無回答11％

Ａ

〈満足度〉83％
（※1）
・満足43％
・やや満足
40％
・やや不満8％
・不満1％
・無回答8％

Ａ

　事業計画に基
づき、適切に管
理に努めた。
　目的外駐車の
取締り強化を
図ったが、効果
はいまひとつあ
らわれていな
い。今後も引き
続き打開策を考
え、取締りを実
施ていく。

　事業計画に基
づき、適切に対
応した。
　外国人利用者
へ適切な接客
を行うため、多
言語翻訳機（タ
ブレット）の導入
を行い、サービ
スの向上に努め
た。
　また、修繕（工
事）状況やイベ
ント状況等をHP
やSNSを活用し
公園のPR活動
に積極的に取り
組み実施した。

〈改善要望〉
更衣室（ロッカー、シャワー）
の設置、ジョギング後に利
用したい。

〈改善要望〉
特になし。

　　満足度は83%と
高いため、比較的
良好に接客対応
を出来ている。

　利用者からの改
善要望にも挙げら
れている「目的外
駐車車両による利
用者の駐車場不
足」については、
今後も指定管理
者と協議を行い、
対策の検討を行
う。

　満足度は89%と
高いため、比較的
良好に維持管理
業務を実施してい
る。
　設備の経年劣
化等については、
安全性や緊急性
を勘案し、随時指
定管理者と協議
を行い、対応する
必要がある。〈改善要望〉

古い公衆トイレの整備（陸上
競技場側公衆トイレ）。

　満足度は87%と
高いため、比較的
良好に接客対応
を出来ている。
　外国人利用者
が増加しているこ
とから、公園内の
施設案内など、適
切な接客対応を
する必要がある。

　利用者に不便
がないよう計画
通り維持管理に
努めた。

維
持
管
理
業
務

施設・設
備管理

〈満足度〉
96％（※1）
・満足43％
・やや満足
43％
・やや不満
7％
・不満0％
・無回答6％

〈満足度〉
90％（※1）

運
営
業
務

接客対
応

〈満足度〉
92％（※1）
・満足65％
・やや満足
27％
・やや不満
3％
・不満0％
・無回答5％

〈満足度〉
90％（※1）

施設・設
備

〈満足度〉
81％（※1）
・満足34％
・やや満足
47％
・やや不満
8％
・不満0％
・無回答9％

〈満足度〉
90％（※1）

評価項目
第三者（利用者等）評価 指定管理者

自己評価
現状分析・課題

H30年評価
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〈満足度〉96％
（※1）
・満足56％
・やや満足
40％
・やや不満4％
・不満0％
・無回答0％

S

〈満足度〉96％
（※1）
・満足91％
・やや満足5％
・やや不満0％
・不満　0％
・無回答4％

S

評価
（②満足

度）

S

Ⅱ．サービスの質
の評価

取組改善案

　総合的に利用者からの満足度が高いため、今後も安心安全な管理運営に努める必要がある。
　施設の経年劣化の部分に関しては、予算が限られていることから、利用者への危険度や緊急性を考慮に入れ、順
次整備していくこととする。
　実施した自主事業は満足度が高いものであることから、引き続き様々な自主事業を展開し、より利用者満足度の向
上に努める。

※評価項目については、施設の態様に応じて適宜設定して下さい。
※「現状分析・課題」欄は具体的に記入してください。

※1：満足度とは、回答選択肢のうち中位を超える割合（５段階評価の場合上位２
段階の割合、４段階評価の場合上位２段の割合、３段階評価の場合上位の割
合）
　ただし、奇数評価の場合、中央に集まる傾向があること、「普通」評価は改善に
繋げる観点では価値が乏しいことから、４段階評価が望ましい。

　満足度が95%と
非常に高い。
　屋外での実施が
人気の要因と考
えられるが、これ
は天候に左右さ
れるため、悪天候
の場合、屋内施
設の確保や代替
開催の実施など、
利用者の満足度
の維持に努めな
ければならない。

〈改善要望〉
BGMの音量を少し大きめに
してほしい。

総合評価
（各評価項目

の平均）

〈満足度〉
88％（※1）

〈満足度〉
　90％（※
1）

〈満足度〉
　90％ 事業計画通り常

務を遂行でき
た。

今後も質の高い、
接客サービスに
努め、公園の魅
力を発信していく
こと。

自主事業

〈満足度〉
奥武山手作り
市
・100％12名
・90％8名
・85％3名
・80％9名
・70％3名
・60％1名
・50％3名
・0％1名
無回答2名
※自主事業
のアンケート
満足度は回
答者自身で
の％回答と
なっている。

〈満足度〉
90％（※1）

　人気・認知度
が年々上がって
おり、大盛況で
終えることがで
きた。
　要望事項につ
いても出来る限
り、改善を行
い、多くの来場
者が集まる大イ
ベントにしてい
きたい。

　満足度が96%と
非常に高い。
　利用者の要望
にあるとおり、年
間における複数
回開催の必要性
も検討する必要が
ある。

　しかし、屋外開
催であるため、天
気に左右されるこ
とから、曇天・強
風などについて、
事前対策を検討
する必要がある。

〈改善要望〉
・飲食店の拡大
・開催数を年3～4回に増や
してほしい。
・天候が悪い際の代替え施
設（室内）があればいい。

ムーンライトヨ
ガ
体験会
29年度は開
催無。

〈満足度〉
90％（※1）

　初開催にして
はとても満足度
の高い体験会
を開催すること
ができました。
現在、土木建築
部の屋内施設
がない為、天候
によって開催で
きないことが
多々ある。令和
元年度に体験
学習施設が
オープンが決
定しており、屋
内開催も計画し
イベント・教室
等を展開してい
きたい。

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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Ⅲ．サービスの安定性評価（財務状況）

１．事業収支

(1) 収入

前年比 計画比

(専用+個人) (専用利用のみ) (専用+個人) (専用利用のみ) （％） （％）

40,594,319 22,383,569 35,100,000 40,381,065 22,115,725 99% 115% 各施設の合計

2,294,775 1,432,025 2,180,000 2,205,375 1,351,375 96% 101%

42,889,094 23,815,594 37,280,000 42,586,440 23,467,100 99% 114%

26,153,485 17,496,315    20,806,000 25,365,495 16,975,245    97% 122%

1,395,115 1,030,385      1,113,000 1,198,620 832,720        86% 108%

406,570 406,570        300,000 369,545 369,545        91% 123%

7,640,469 2,896,869      8,800,000 9,290,445 3,459,005      122% 106%

2,129,630 149,000        1,760,000 1,794,780 204,930        84% 102%

2,280,640 373,340        1,937,000 1,827,320 244,420        80% 94%

85,500 85,500          95,000 67,500 67,500          79% 71%

162,000 162,000        111,000 108,000 108,000        67% 97%

1,748,500 885,750        1,797,000 1,874,500 1,020,500      107% 104%

298,775 298,775        177,000 155,375 155,375        52% 88%

467,530 0 286,000 403,290 0 86% 141%

120,880 31,090          98,000 131,570 29,860          109% 134%

(運動場＋公園) (総合運動場部分) 事業計画 (運動場＋公園) (総合運動場部分)

236,000,000 187,000,000 237,000,000 237,000,000 187,000,000 100% 100%

(運動場＋公園) (総合運動場部分) (運動場＋公園) (総合運動場部分)

4,941,400 4,849,300 4,450,000 5,567,600 5,436,400 113% 125%

161,950 143,250 120,000 166,200 150,000 103% 139% 卓球・ﾊﾞﾄﾞﾗｹｯﾄ、野球塁ﾍﾞｰｽ

357,260 357,260 200,000 429,940 429,940 120% 215% 卓球ﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝｼｬﾄﾙ

5,622,760 4,786,364 5,400,000 6,066,196 4,650,366 108% 112%

0 0 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

11,903 313 100,000 6,163 289 52% 6% 電気・水道・受取利息　戻入

7,511,173 0 0 2,254,200 0 30%

18,606,446 10,136,487 10,270,000 14,490,299 10,666,995 78% 141%

297,495,540 237,730,806 284,550,000 294,076,739 238,048,060 99% 103%

(2) 支出

前年比 対計画比

（運動場＋公園） （総合運動場部分） （運動場＋公園） （総合運動場部分） （％） （％）

人件費(社保) 69,667,125 60,483,058 77,023,000 73,718,118 65,346,319 106% 96% 特別な昇給・昇格無しの為

福利厚生費 713,716 642,701 829,000 627,340 583,383 88% 76%

諸謝金(自主事業) 2,307,800 2,292,800 2,400,000 2,688,625 2,684,807 117% 112% 新規事業(ｽﾎﾟ教の増設)

旅費交通費 770,996 749,358 930,000 957,731 954,110 124% 103%

89,406,390 72,161,989 73,480,000 84,181,675 71,090,714 94% 115%
事務用品費
消耗品プール薬
品代　等

4,913,326 4,672,799 4,030,000 4,241,040 4,062,218 86% 105%

燃料費 319,966 297,922 100,000 39,529 37,771 12% 40%

印刷製本費 213,062 213,062 500,000 847,773 840,714 398% 170% 当日券・回数券の増刷

光熱水費 54,352,582 47,177,499 56,650,000 60,751,707 53,203,034 112% 107% 減免時の空調(アリーナ・道場)利用時間の増

修繕料 29,607,454 19,800,707 12,200,000 18,301,626 12,946,977 62% 150% 利用料金収入が増の場合、比例して修繕を施工

16,502,562 13,415,162 16,373,000 16,857,926 13,745,420 102% 103%
切手・郵送代・電話 1,416,896 1,325,856 1,449,000 1,713,771 1,631,828 121% 118% 翻訳ﾀﾌﾞﾚｯﾄの導入

広告・宣伝費 319,680 301,536 100,000 198,720 183,816 62% 199%
無料掲載広告が、多数
利用できた為、予算執
行状況は下回った。

振込手数料
会計労務管理本社
一般管理費

13,751,658 10,971,499 13,849,000 13,822,428 10,997,629 101% 100%

ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ保険
車輌等保険自主
事業ﾚｸ保険

1,014,328 816,271 975,000 1,123,007 932,147 111% 115%

0 0 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

102,083,824 73,555,735 101,160,000 101,043,390 70,883,678 99% 100% 最低賃金の値上等、委託契約の増

使用料・賃借料 4,916,310 4,356,168 4,719,000 2,805,030 2,524,716 57% 59%

0 0 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

負担金 328,304 291,241 391,000 360,590 322,563 110% 92%
消費税・印紙代　等 7,163,057 6,181,046 6,632,000 7,512,976 6,589,222 105% 113% 支払い消費税の増

雑費・接待交際費 123,163 89,608 0 0 0 0% #DIV/0!

293,983,247 234,218,866 283,937,000 290,753,401 234,724,932 99% 102%

収入項目 事業計画 特記事項

奥武山総合運動場

奥武山公園

武道館

ライフル射撃場

糸満球技場

H29実績

計

陸上競技場

補助競技場

弓道場

プール

のびのび芝生広場

少年野球場

多目的広場

トリムコース

H30実績

奥武山教室

レンタル品

販売品

合計（Ａ）

〈現状分析・課題〉

　昨年度はフェンス取替工事で約3ヶ月使用できなかった庭球場が通年で利用できたことで庭球場の収入は伸びているが、それ以外の施設については収入が落ちている。
　また、全体収入の約8割は指定管理料であるため、今後もＳＮＳ等を利用する等、利用料金等の収入の拡大に努める必要がある。自主事業は昨年度よりも収入が伸びており、引き続き利用者の
ニーズに沿った事業を行い、拡大に努めること。

支出項目 事業計画 特記事項

自主事
業収入

その他

自動販売機収入

委託売上収入

雑収入

不可抗力費用負担

H29実績 H30実績

負担金

公課費

諸経費

合計（Ｂ）

〈現状分析・課題〉

人件費

賃金

報償費

旅費

需用費

消耗品費

燃料費

印刷製本費

光熱水費

修繕料

役務費

通信運搬費

庭球場

計

　最低賃金の上昇等により、人件費が多くなっているが、広告料等を抑えることで昨年度より支出を抑えることができた。
今後も支出を抑えられるようにコスト削減を図るとともに、収益は優先順位を決めて施設の修繕にまわす必要がある。

利用料
金収入

指定管理料

広告料

手数料

火災保険料

自動車損害保険料

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

原材料費

備品購入費
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２．経営分析指標

前年比 計画比

（％） （％）

【経営分析指標の評価の考え方】

100% 117%
（利用料金収入／収入(Ａ)）

95%

14.4%

収益率
1.2% 0.2% 1.1% 96% 525%

（事業収支（C)／収入合計(B)）

　収益は施設設備等により県民に還元すること。イベントは天候に左右されやすいので自主事業の充実や自動販売機を増やすなど、収益を上げるた
めの施策を行う。

評価の考え方

Ａ評価（③財務状況）

利用者あたり管理コスト
 201  218 109%

（支出(Ｂ)／利用者数）(単位：円)

利用者あたり自治体負担コスト
 161  182 113%

（指定管理料／利用者数）(単位：円)

131%

128%

 167

 142

計算方法

〈現状分析・課題〉

評価指標

Ⅲ．サービスの安定性評価
（財務状況）
取組改善案

外部委託費比率

利用者あたり管理コスト

利用者あたり自治体負
担コスト

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※増減がある場合には、外部委託の範囲が仕様書等に定める適切な範囲内となっているか、外部委託の活用
が業務の効率化に繋がっているか確認する。

利用者１人に対する管理コストについて、過年度実績や類似施設と比較することにより、当該施設の効率性を
確認する。（コストが抑えられていても利用者が減少していないか、あるいは利用者は増加しているがコストが
かかり過ぎていないかなど）
※変動がある場合には、その要因を整理すること。
※過年度に対し上昇している場合、現状の利用者数に対して支出が過大になっていないか確認する。また、
過年度に対し減少している場合、現状の利用者数に対し、必要な変動費が十分に充てられているか確認す
る。

利用者１人に対する県の財政負担を確認する。
過年度実績や類似施設との比較により、当該施設の効率性を確認する。

外部委託費合計／支出

支出／利用者数

指定管理料／利用者数

事業収支

利用料金比率

人件費比率

事業収支がマイナスの場合、継続性の面で課題となるため、県、指定管理者で協力して黒字化のための方策
を協議する必要がある。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。

指定管理者の主な収入源がどこにあり、それが安定したものであるのかを確認する。
※過年度実績に対し増減がある場合には、利用料金そのものの増減によるものか、自主事業等その他収入の
増減によるものかなど、その要因を整理すること。

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※変動がある場合には、人件費そのものの増減によるものか、その他支出項目の増減によるものか、その要因
を整理すること。
※人件費の減少がある場合には、それにより効率が低下していないかを確認する。また、人件費の増加がある
場合には、求められる管理水準に対し必要な措置か確認すること。

収益率

計画、過年度実績、類似施設と比較して、安定したものとなっているか、適切な範囲内となっているか確認す
る。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。
※計画等に対し上昇している場合、必要な変動費が十分に充てられているか確認すること。また、計画等に対
し減少している場合、当初の収支見込が適切であったか精査すること。

収入－支出

事業収支／収入

利用料金収入／収入

人件費／支出

542%

98%

H29実績

人件費比率
24.7% 26.5% 107%

（人件費／支出(Ｂ)）

評価指標 事業計画 H30実績 特記事項

事業収支
3,512,293 3,323,338

14.5%

　事業収支が昨年度よりも減少しているが、出来る限り施設整備等を積極的に行い県民に還元すること。
　利用者数がイベントの中止により減少したことにより、管理コスト及び自治体負担コストが増加している。イベントは天候に左右されることが多いので利用者
数に影響を与えやすい。修繕は利用者の安全面、快適性において必要なものであるため、繁忙期等を考慮し、影響を最小限に抑えるよう考慮して行う必要
がある。

外部委託費比率
34.7% 34.8% 100%

（外部委託費合計／支出(Ｂ)）
98%

（収入(Ａ)－支出(Ｂ)）(単位：円)
613,000

27.1%

35.6%

利用料金比率
12.3%

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満
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Ⅳ．総合評価
１．目標

評価指標 2020(H32)

①利用状況 利用者数 745,000

②満足度 満足度 90%

財

務

指

標

③財務状況 収益率 0.2%

２．評価結果

前年比 計画比

①利用状況 利用者数
1,368,696
（636,213）

695,000
（体育施
設のみ）

1,299,514 95% 93%

　昨年と比較する
と、個人利用者と占
用利用者ともに減少
している。
　個人利用者につ
いては空手大会等、
一般利用を制限す
るイベントが多かっ
たこと、、占用利用
者については台風
による那覇まつりの
中止が影響している
と思われる。

Ｂ 720,000

②満足度 満足度 88% 90% 92% 105% 102.2%

　基本協定書に基
づき、指定管理業務
は全般的に適切な
対応ができている。
施設の修繕や維持
管理についても必
要な処置が認めら
れる。修繕の案件に
ついては、その都
度、所管課へ協議
を図り、報告されて
いる。
　今後も県民が安心
して利用できるサー
ビスの提供と、清潔
で利用しやすい施
設の管理運営を
図っていくこと。

S 90%

財

務

指

標

③財務状況 収益率 1.2% 0.2% 1.1% 91.7% 550.0%

　前年度と比較し良
好である。

A 0.2%

活

動

指

標

④重点取組
事項

利用促進
自主事業
サービス改
善
効率化
経費節減
適正化
安全安心
等

【体育施
設】
93％

【公園】
91％（犬の
しつけの
み）

【体育施
設】
90％

【公園】
90％

【体育施
設】
92％

【公園】
90％

【体育
施設】
99％

【公園】
99％

【体育施設】
102.2％

【公園】
100％

　前年度同様高い
満足度を得ている。

Ｓ

総合評価 Ｓ

評価項目

成

果

指

標

H31
目標値

評価H30実績評価指標
事業計画
（目標値）

H29実績 現状分析・課題

評価項目 備考

沖縄県の施策　「スポー
ツアイランド沖縄」の形成
の成果指標として設定さ
れている目標値（体育施
設のみ）

行政管理課の成果指標
でＳ評価を目標に設定

平成30年度事業計画収
支計算書より

成

果

指

標

2018(H30) 2019(H31)

695,000

90%

0.2%

720,000

90%

0.2%

　今後も計画に沿って
事業を推進していくこ
と。

　応募者のニーズに合
わせた人気教室の拡
大とともに、利用者数
が少ない施設や時間
帯について、教室やイ
ベントを組み合わせた
工夫を行う必要があ
る。
　今後も、宣伝方法の
検討を図る等、集客に
努めること。

0.2%

取組改善案

2021(H33)

770,000

90%

　修繕が必要な施設に
ついては修繕時期を
考慮し、できる限り利
用者が不便にならない
ように進める必要があ
る。

　多様化する利用者の
要望・意見について
は、公の施設の利用を
基本として、個々の案
件毎に対応が必要で
ある。

【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成

Ｂ：目標を下回る

Ｃ：目標を大きく下回る

【総合評価基準】

Ｓ 35点以上

Ａ 20点以上

Ｂ 10点以上

Ｃ 9点以下

総合評価
（合計点数）

＜各評価項目点数＞
① ② ③ ④

利用状況 満足度 財務状況
重点

取組事項

Ｓ 20 20 － 10

Ａ 10 10 5 5

Ｂ 0 0 0 0

Ｃ -10 -10 -5 -5



＜経営状況分析シート＞施設名称：奥武山総合運動場（スポーツ振興課管理分）
直営 指定管理

単位 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33
目標（体育施設の

み）
人 － 545,000 570,000 595,000 620,000 645,000 670,000 695,000 720,000 745,000 770,000

実績 人 1,150,572 812,234 1,750,703 1,665,678 1,282,658 1,334,674 1,463,266 1,368,696 1,299,514

実績（体育施設のみ） 人 599,509 472,279 532,735 541,865 568,429 674,659 748,611 636,209 646,640

目標比（体育施設のみ） ％ － － 98% 95% 96% 109% 116% 95% 93%
H23比 ％ #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 100% 216% 205% 158% 164% 180% 169% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

千円 211,869 222,000 222,000 220,500 220,500 226,799 236,000 236,000 236,000 237,000 188,000 189,000
指定管理料（スポーツ振興課のみ） 千円 191,749 191,612 175,881 175,000 187,000 187,000 187,000 187,000 192,342 187,000 187,000 187,000 187,000 188,000 189,000

％ 84.3% 81.8% 81.2% 82.0% 81.8% 82.6% 79.4% 80.3% 81.5% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
％ － － － 80.9% 81.0% 80.2% 79.0% 79.8% 79.6%

千円 31,458 37,749 38,236 40,835 41,270 45,179 43,611 42,889 42,586
28,424 33,855 33,690 35,778 36,165 42,100 40,856 40,594 40,381

％ 11.9% 13.8% 14.0% 15.0% 14.8% 15.4% 14.6% 14.4% 14.5%
－ － － 15.3% 15.1% 17.5% 17.1% 17.1% 17.0%

収入計（全体） 千円 264,536 274,058 272,996 271,618 279,051 292,603 299,719 297,496 294,077
収入計（体育施設のみ） － － － 233,945 239,193 239,954 238,982 237,731 238,048
管理費計（全体） 千円 263,225 271,299 271,707 268,818 277,178 285,809 297,335 293,983 290,898
管理費計（体育施設のみ） － － － 231,250 237,355 233,161 236,599 234,219 234,870

千円 1,311 2,759 1,289 2,800 1,873 6,794 2,384 3,513 3,179 0 0 0
－ － － 2,695 1,838 6,793 2,383 3,512 3,178

％ 0.5% 1.0% 0.5% 1.0% 0.7% 2.3% 0.8% 1.2% 1.1% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
－ － － 1.2% 0.8% 2.8% 1.0% 1.5% 1.3%

円 229 334 155 161 216 214 203 215 224 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
円 193 273 126 132 177 177 161 172 182 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
円 27 46 22 25 32 34 30 31 33 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

※平成25年度から収益等について体育施設と公園施設を分別

特記事項 ※年度毎の変動について要因分析を記載 目標設定の考え方 ※目標設定の根拠や考え方などを記載

指標

成果指標

利用者数

財務指標

指定管理料（全体）

 県負担割合（指定管理料／管理費計）全体

利用料金収入（全体）

 利用料金比率（利用料金／収入計）全体

収支（全体）

 県負担割合（指定管理料／管理費計）体育施設のみ

利用料金収入（体育施設のみ）

 利用料金比率（利用料金／収入計）体育施設のみ

沖縄県の施策　「スポーツアイランド沖縄」の形成の成果指標として設定されている目標値

H29年度
台風による産業まつりの中止、庭球場のフェンス取替工事による使用停止等により昨年度より利用者が減少した。

H31年度 沖縄県の施策　「スポーツアイランド沖縄」の形成の成果指標として設定されている目標値

沖縄県の施策　「スポーツアイランド沖縄」の形成の成果指標として設定されている目標値

H27年度 イベント等の開催増による利用者数の増加。 H33年度 沖縄県の施策　「スポーツアイランド沖縄」の形成の成果指標として設定されている目標値

収支（体育施設のみ）

収益率（収支／収入計）体育施設のみ

H28年度 イベント等の開催増による利用者数の増加。 H32年度

H30年度
個人利用制限を伴う大会の開催及び台風による那覇まつりの中止により利用者が減少した。

H30年度

収益率（収支／収入計）全体

/単位
一人あたり管理コスト
一人あたり指定管理料
一人あたり利用料金収入
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（３～５については、改善が必要です）

（３～５については、改善が必要です）

（７については、改善が必要です）

1 2 3 4 5 6 7

３　所定休日
　所定休日をどのように定めていますか。
　
　休日は少なくとも毎週１日又は４週間を通じ４日を与
えなければなりません（法第３５条）

週休2日制 週休１日制 その他

完全(毎週) 月３回 隔週 月１～２回 週１日 ４週４日

2 3 4 5

2 3 4 5

４週３日以下

別紙４

労 働 条 件 等 自 主 点 検 表

施設名 　奥武山公園・奥武山総合運動場

指定管理者名 　株式会社　トラステック

２　就業規則
　就業規則（労働時間、休日、休憩、休暇、賃金の定め
方及び支払方法、退職（解雇の事由を含む。）等、労働
条件の具体的細目を定めた規則）を作成しています
か。また就業規則の内容が実際の勤務の状況に合っ
ていますか。

　常時１０人以上の労働者(パートタイム労働者を含
む。）を使用する事業場では、就業規則を作成し、所轄
労働基準監督署長へ届け出なければなりません（法第
８９条）
　また、常時各作業場の見やすい場所への掲示、備付
け、書面の交付又は電子機器の設置等により労働者
に周知させなければなりません（法第106条）

常時使用す
る労働者は
10人未満で
ある。

常時使用する労働者が10人以上である

作成して監
督署に届け
出てあり、
内容も実情
に合ってい
る

作成して監
督署に届け
出てある
が、内容が
実情に合っ
ていない

作成してあ
るが、監督
署に届け出
ていない

　  ※　以下の確認事項に従い、指定管理者による確認結果欄の該当する箇所に○を付け、記入が必要な箇所については記入願います。

確認事項 指定管理者による確認結果
１　労働条件の明示
　労働契約を締結するに当たり、労働時間、賃金、退職
（解雇の事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を労
働者に対し明示していますか。この場合において、労
働時間、賃金等に関する事項について書面を交付して
いますか。

　労働契約の締結時には、パートタイム労働者を含む
すべての労働者に対し労働時間、賃金、退職（解雇の
事由を含む）、安全衛生等の労働条件を明示しなけれ
ばなりません。特に、労働契約期間、有期労働契約を
更新する場合の基準、始業・終業の時刻、所定時間外
労働の有無等、約定賃金の決定、計算、支払の方法及
び賃金の締切り、支払の時期等、退職（解雇の事由を
含む。）については、書面を交付しなければなりません
[労働基準法（以下「法」といいます。）第１５条]

就業規則、
労働条件通
知書を交付
して労働条
件全般につ
いて明示し
ている

労働条件全
般について
口頭で明示
するととも
に、労働時
間、賃金等
に関する事
項について
は書面を交
付している

労働条件全
般について
口頭で明示
している
が、書面の
交付はして
いない

労働時間、
賃金等の労
働条件の一
部について
のみ口頭で
明示してい
る

労働契約締
結時には明
示していな
い

1

作成してい
ない

1



（２、３については改善が必要です）

※年次有給休暇の法定の付与日数表（週所定労働日数が５日以上、
　又は、週所定労働時間が30時間以上の労働者の場合。）

※なお、月30時間未満の労働者は比例付与することとされています。

（２、３については、改善が必要です）

（２については、改善が必要です。）

【支払う賃金(A)と地域別最低賃金（B)の比較方法】

時間外労働・深夜労働について

（２、３については改善が必要です。）

休日労働について

（２、３については改善が必要です。）

2 3

３割５分以上の割増
率にしている

３割５分未満の割増
率にしている

休日労働をさせてい
るが、支払っていな
い

1 2 3

６　最低賃金
　地域別最低賃金以上の賃金を支払っていますか。
　
　なお、地域別最低賃金には次の賃金は含まれませ
ん。
　　　①臨時に支払われる賃金（結婚手当等）
　　　②１月を超える期間ごとに支払われる賃金
         （賞与等）
　　　③所定外・休日・深夜の労働に対して支払われ
　　　　 る割増賃金
　　　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

支払っている 支払っていない

1 2

７　割増賃金
　時間外労働・休日労働又は深夜労働を行わせた場合
に、その時間に対する割増賃金は、どのように支払っ
ていますか。

　法定労働時間を超える時間外労働については、2割5
分以上、法定休日における休日労働については3割5
分以上、深夜労働（午後10時から翌日午前5時の間の
労働をいいます。）については2割5分以上の割増賃金
を支払わなければなりません（法第37条）。

※割増賃金の基礎となる賃金には、家族手当、通勤手
当、別居手当、子女教育手当、住宅手当、臨時に支払
われた賃金、一箇月を超える期間ごとに支払われる賃
金は算入しません。

２割５分以上の割増
率にしている

２割５分未満の割増
率にしている

時間外労働又は深夜
労働をさせている
が、支払っていない

1

５　健康診断
　定期健康診断を実施していますか。

　常時使用する労働者については、年１回定期に健康
診断を行わなければなりません（労働安全衛生法第６
６条）。
　なお、深夜業を含む業務等に常時従事する労働者に
対しては６月以内ごとに１回定期に健康診断を行わな
ければなりません（労働安全衛生規則第４５条）

毎年１回以上定期的
に行っている

年によって行ったり
行わなかったり一定
しない

行ったことがない

1 2 3

４　年次有給休暇
　年次有給休暇についてはどのように取り扱っていま
すか。

　年次有給休暇は、６ヶ月間継続勤務し、全労働日の８
割以上を出勤した労働者については１０労働日、以降
１年ごとに付与日数を増加しなければなりません（法第
３９条）
　
　

法定どおりの年次有給
休暇を与えている

年次有給休暇を与えて
いるが、付与日数が法
定を下回っている

年次有給休暇を与えて
いない

1 2 3

2.5 3.5 4.5 5.5 6.5以上

付与日数 10 11 12 14

勤続年数 0.5 1.5

16 18 20

時間によって定

められた賃金

（時間給）

日、週、月等

によって定め

られた賃金

当該期間における所定労

働時間数（日、週、月に

よって所定労働時間が異

なる場合には、それぞれ１

週間、４週間、１年間の平

均所定労働時間数）

地域別

最低賃金

（時間額）
＋ ÷ ≧

(A) (B)



※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指定管理施設において

   指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員(平成○年３月末における業務全体のうち、当該業務の

 　割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指定管理施設において

   指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員(平成○年３月末における業務全体のうち、当該業務の

 　割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

従業員に健康保険・厚生年金保険未加入者がい
る場合の未加入理由

・社会保険加入要件を満たさない場合は未加入としている　(労働時間、等）

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

従業員の健康保険・厚生年金保険加入に関する
取組

・社会保険加入要件を満たした日より加入している

確認事項 未加入とする理由

うち厚生年金保険
未加入従業員数

当該指定管理施設で勤務する従業員の健康
保険・厚生年金保険加入状況

28人 17人 11人 17人 11人

９　健康保険・厚生年金保険の加入について

確認事項 従業員数
うち健康保険
加入従業員数

うち健康保険
未加入従業員数

うち厚生年金保険
加入従業員数

従業員の雇用保険加入に関する取組
・雇用保険加入要件を満たす場合は採用日より加入している

確認事項 未加入とする理由

従業員に雇用保険未加入者がいる場合の未加入
理由

・雇用保険加入要件を満たさない場合は未加入としている

　(労働時間、学生、等）

当該指定管理施設で勤務する従業員の雇用保険
加入状況

28人 25人 3人

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

８　雇用保険の加入について

確認事項 従業員数
うち雇用保険
加入従業員数

うち雇用保険
未加入従業員数


